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おくことが必要です。対象文字から特徴量を抽出し、辞書データと比較することで、文字候補と

その類似度を算出します。 

④知識処理 

 ”1（イチ）”と”I（アイ）”、”0（ゼロ）”と”O（オー）”のような類似文字や同形文字

の場合、これらを画像の特徴だけで識別するのは限界があります。知識処理では、アルファベッ

トや数字、記号などの配列の規則を文字フォーマットとして記録しておき、文字フォーマットに

適合した文字候補を選択することで類似文字や同形文字を識別します。 

以上の処理によって、文字の認識結果が得られることになります。 

オムロンの文字認識技術は、認識性能に大きく影響する文字の切出し処理と識別処理に対して、

従来から図 4に示すようなアプローチで FA現場の課題解決に取り組んできました。そして今回、

特に改善要望が高かった文字間近接や湾曲した文字列のロバストな読取り、および簡単設定の実

現に着目し、新たに開発したのが Think & See テクノロジーによる新 OCR です。 

 

  

図 4. 視覚センサにおける文字認識アルゴリズムの進化 

 

 私たちは Think & See テクノロジーを基礎とし、長年蓄積してきた FA 現場の課題解決のノウ

ハウやデータを活用することにより、文字変動に頑強なアルゴリズムを構築することに成功しま

した。 
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新 OCR は、様々な文字の変動に対してロバスト性を大幅に向上しました。図 5 は文字の読取り

結果の一例を示しています。 

 

(1) 文字間の近接や接触がある場合の読取り 

 

  

(2)文字が歪んだり傾いたりする場合の読取り 

図 5. 認識結果の例 

新・文字認識アルゴリズム(OCR)の特徴 
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１．辞書内蔵型 

このような精度向上を実現した新 OCR の特徴は、大きく 3つ挙げられます。 

１．辞書内蔵型 

２．文字の正確な切出し 

３．正確性と高速性の両立 

各特徴について、解説します。 

 

 

 従来から FA 現場で使われる文字検査装置の多くは、ユーザが識別対象の文字を辞書に登録す

る必要があり、ライン構築時の設定工数が課題となっていました。私たちがその解決策として着

目したのが、内蔵辞書の導入です。オムロンでは、モバイル端末上で使われる名刺の読取や翻訳

アプリケーションにおいて内蔵辞書の実績があり、構築ノウハウを蓄積しています。 

 新 OCR ではこの構築ノウハウと FA 現場で培ってきた経験をベースに、市場で利用される約 80

種類のフォント、および文字のサイズや背景、歪みやボケといった変動要素をカバーした大規模

な文字画像データベースを構築しました。このデータベースを基に様々な文字の特徴を辞書に反

映することで、高い認識率を実現できています。 

 またユーザが文字を追加登録できる辞書構造を採用しているので、特殊フォントの読取りやロ

ット変更等で生じる文字変動に対しても柔軟に対応することができます。図 6に新 OCR の辞書の

模式図を示します。 

 

 

図 6.新 OCR の辞書構造 
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２．文字の正確な切出し 

行抽出最適化手法 

 認識精度の向上を実現する特徴の１つが、文字の切出し処理部で開発した新手法(特許出願中)

です。文字の切出し方法を「個別最適」から「全体最適」とした発想の転換がカギです。 

 

文字認識を行うためには、文字切出し処理において、まず文字の行やレイアウトを正確に特定

することが必要です。例えば食品包装容器には、図 7に示すような製造年月日と時刻や、賞味期

限と製造番号が 2 段組み(2 行)で印字されるケースが多く見受けられます。しかし文字列が湾曲

して印字されている場合や、画像上の背景に多数の文字や汚れが存在する場合に、1 行目と 2 行

目の文字列の切出しに失敗することが課題となっていました。  

 

      
図 7.複数行の文字を認識する例 

 

 新しい行抽出最適化手法の処理の概要を図 8 で説明します。まず、 (1)2 値化画像からラべリ

ングを行い、文字候補として(2)ラベル画像を生成します。ある文字領域を起点として、隣接す

る各ラベルの外接矩形の Y辺が(5)に定義する条件を満たす文字領域を順に連結していくことで、

同じ行に属すると推定される文字領域の組を複数抽出します。 

 

 
図 8.行抽出の流れ 

 

この例では各文字列の湾曲が大きいため、行の候補として(3)のような候補が挙がりますが、

文字列内の「6」と「2」、「D」と「2」との Y辺の重なり率を比較して、重なり率の大きい方を連
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結が強いとみなし、最終結果として「14625」と「ABCD」という(4)の行抽出結果が得られます。

このように 1 行目、2 行目に属する両者の可能性を考慮・比較することで、傾いたり、湾曲した

文字列に対しても誤判定の少ない行の切出しを実現しています。 

 

 
正しく切り出した文字列に対して、続いて 1文字ごとに分割する処理を行います。文字間が近

接・接触しているような場合、従来法では 2文字を 1文字と認識したり、あるいは 1文字を複数

に分割するケースが発生していました。これは「V」と「W」のような文字の形状特徴に起因する

こともあり、1 文字ずつを順に処理するやり方では読取りが困難でした。一方、人が文字を認識

する場合、文字列全体から 1文字 1文字の程よい分割位置を見出すことができます。このような

人の文字読取り時の特性を参考に、私たちが開発したのが文字切出し位置最適化手法です。この

手法は、文字列全体を対象として切出し候補を複数生成し、全体としての整合性を考慮しながら

候補に含まれる正解を見つけ出すという考え方に基づいています。 

 

 

従来法             文字切出し位置最適化手法 

図 9.文字の切出し処理の違いによる認識結果の差 

 

図 9 に示した入力文字列は隣り合う文字の接触と文字内の余白が同時に発生しています。従来

法では、左から順に 1文字ずつ切出して文字を識別するため、途中の文字の切出し位置にわずか

なズレが生じた結果、正しい認識結果が得られませんでした。一方、文字切出し位置最適化手法

では、輪郭の変曲点等の特徴をもとに、文字列全体を対象とする切出し候補を複数生成します。

切出し候補の組合せに対して、文字の矩形サイズや矩形の相対位置関係などを考慮し、文字とし

ての評価値が最も高い組合せを選択することで、正しく識別することができます。 
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さらなる進化に向けて 

Think & See テクノロジーによる文字認識は、文字検査の現場で課題となっていた印字の歪み

や文字間近接といった文字の変動に対するロバスト性を向上すると共に、高速性も両立し、大幅

な性能向上を成し遂げました。今後も私たちは製造ラインの更なる高速化や、生産現場のグロー

バル化に伴う設置環境の変化、包装資材の多様化を見据え、さらにロバスト性と高速性を向上さ

せていきます。 

 様々な分野で活躍する Think & See テクノロジーは、FA 分野でもさらなる進化を遂げていきま

す。 
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ご確認の上、ご使用ください。

本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安

全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に安全性が要求される用途に使用される際には、当社

の意図した商品用途の場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。

本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は

非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認（又は役務取引許可）が必要です。
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